






　令和 7年 12月 6日、Next-Oita 恒例の 12月セミナー
を開催しました。今回の講師には、大分ヤクルト販売株式
会社の経営企画室観光推進事業部から花田潤也氏をお招き
しました。演題は「AI 時代に輝く “心のコミュニケーショ
ン ”～別府の魅力を伝える一休流の人間力～」でした。
　花田氏は熊本県出身でありながら、別府の豊かな自然と
文化に魅了され単身で移住を決意。ゲストハウスを経営す
る傍ら、別府市や観光協会、商工会議所など多方面からオ
ファーを受け、通称「別府の一休さん」として地域密着型
の活動を行っています。現在は地元メディアでも引っ張り
だこでレギュラー番組もお持ちです。
　Next-Oita は、目まぐるしくAI 技術が発展する現代に
おいて、私たちがこの技術を有意義に活用していくために
今必要なのは、ソフトの操作方法ではなく、人を知り人の
心を動かす力、まさに人間力だと考え、人間同士のコミュ
ニケーションがどれだけ重要なのか、コミュニケーション
によって何が生まれるのかを発信していただきたく、花田

氏に講師をお願いいたしました。
　花田氏は、別府の観光資源を最大限に活かすためのアプ
ローチや、その中で培った人と人とのつながりの大切さを
強調し、実際の成功例を交えながら、「相手の五感を意識
しているか？」「相手の今日一番の楽しみを聞いている
か？」「自分の言葉に温度があるか？」など、AI 時代だか
らこそ「人間臭さが武器になる」とお話されセミナーは終
了しました。
　参加者からは「AI 時代における人間力の重要性が再確
認できた」との声や、「別府の地域資源の新たな発見があり、
非常に有意義だった」との感想をいただきました。		
　今回のセミナーが、AI 時代のコミュニケーションのあ
り方について再考する良い機会となってくれたら嬉しいで
す。
　Next-Oita は、今後もこのようなセミナーを通じて、
情報交換やネットワーク作りの場を発信できたらと思いま
す。次回のセミナー企画にもぜひご期待ください。

　18時からは場所を移し、大分県支部合同懇親会をふく
亭にて開催し、交流を深めるとともに、大分の名物である
河豚を楽しむ時間を設けました。
　毎年、ゲームやクイズを行い、賑やかな雰囲気を作り出
していましたが、今年は参加者の皆様にリラックスしてい
ただくため、このようなアクティビティは行わず、じっく
りとお食事を楽しんでいただきました。河豚の美味しさを
堪能しながら、参加者間の親しみを深めることができたの
ではと思います。
　参加者数も年々増加しており、今年は改めて参加者同士
の情報交換・交流をはかるため、各支部単位で数分、自己 紹介の時間を設けました。参加された皆様がご自身の経験

や専門分野をシェアすることで、より深い理解と絆が生ま
れましたことと思います。
　次回のイベントで再びお会いできることを楽しみにして
います。

セミナー参加者 34名、
懇親会参加者 31名。
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講師の花田氏

挨拶するNext-Oita の佐藤会長
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　12月 12日（金）、インドネシア・バリ島のプラマサヌー
ルビーチホテルで、人財育成派遣事業などを展開するキャ
レオス株式会社が主催する「バリヒューマンリソーススト
ラテージフォーラム」が開催され、日本から外国人材の雇
用や受け入れなどを行う団体、企業など 88名と、インド
ネシアの政府関係者 10名近くが参加しました。同社から
の招待を受け、ジャグラから岡達也副会長と田中が出席し
ましたのでご報告します。
　同フォーラムは現地時間 13時より開会しました。オー
プニングセッションで同社の藤井克樹社長が歓迎の言葉を
述べ、日本語学校職業訓練校フジアカデミー開校から８年
を振り返りつつ、インドネシアの状況として人口が年率
20％で増加しており、医療やデジタルの強化、低価値か
ら高付加価値への転換、グローバル人材の育成の３つの課
題を挙げました。そのうえで、同社としてハイテクへの投
資、職業訓練校の連携強化、知識労働力の質的向上を推進
していく方針を打ち出しました。
　引き続き、藤井社長、インドネシア移民労働者保護省プ
ロモーション総局長のDwi Setiawan Susanto 氏、労働
省労働大臣顧問のMuhammad Arfian 氏、国際協力機構
の西田基行氏が登壇し、『両国で「共に育て共に豊かにす
るためのキャリア形成」を実現する』をテーマにパネルディ
スカッションが開かれました。パネルディスカッションで
は、インドネシアの若者の①専門性の習得、②仕組み・連
携の強化、③キャリアの創造の３つの課題を挙げながら、
日本とインドネシアの関係はインターンや就労の問題だけ
でなく、持続可能なエコシステムを構築していくことが必
要だと強調。技術・語学・態度の人的資本開発と、インド
ネシアの技能認証と日本の評価基準を満たすためのシステ
ムの標準化、カリキュラムなどのスキーム整備の重要性を
訴求しました。
　最後に労働大臣顧問が今回のイベントに関して、「より

質の高い持続可能で価値のある協力関
係を築くための一歩となる」と評価し
ました。
　キーノートスピーチでは、ALSOK
介護株式会社の加賀肇取締役が『ALSOK介護の「人財確保・
育成」と外国人介護士の考え方について』、公益財団法人
国際労務管理財団の池田英人理事長が『他国における連携
強化取組みとインドネシアへの期待』を演題に講演。また、
キーノートセッションでは、カイハラ産業株式会社の寺田
康洋生産本部長、マルト製菓株式会社の戸田昌宏社長、
PT.Shield-On Service Tbk の河村明取締役、Trust&Trust
株式会社の中山平祐社長がそれぞれ自社の取組みについて
紹介しました。
　フォーラム後半はトークセッションと分科会が開かれ、
トークセッション１『送出し国での業種特化人材育成取組
みについて』では、住友林業グループのスミリンビジネス
サービス株式会社の今井透人財ビジネス事業部長、房総振
興協同組合の神崎光常勤理事、秀真産業協同組合の水元隆
司事務局長、圏友協同組合の渡邊英一代表理事とジャグラ
から田中が登壇しました。
　セッションでは田中から『業界コンソーシアムでの「印
刷人材」育成の取組みについて』をテーマに、日本の印刷
業界における人手不足と外国人材の活用について説明し、
インドネシア人財への期待を述べました。
　フォーラム中盤には、インドネシア保健省と公益社団法
人青森県老人福祉協会、キャレオスの３者による「日本介
護福祉士の就労資格取得を目指した介護福祉士分野の医療
専門家の養成」などの基本合意書調印式が執り行われまし
た。
　フォーラム後の懇親会終了後、そのまま空港に向かい深
夜便で帰途につきましたが、日本の様々な業種における外
国人材活用の現状を学ぶ機会となりました。

業　界

10 団体で賀詞交歓会
2026 年のスタートを切る

日印産連
　日本印刷産業連合会の新春賀詞交歓会が１月７日、ホテル
オークラで開催されました。ジャグラからも会長をはじめ、東
京、関東の理事、支部長らが出席しました。宴もたけなわで岡
本会長も登壇し、恒例の 10団体会長による中締めが行われま
した。

ジャグラ

ジャグラコンパスを PR
防災ツールで技術交流
地域活性化委員会

　東京都立産業技術研究センターが主催する「東京イノベー
ション発信交流会 2026」が１月 16日、東京都江東区の同セ
ンター本部・イノベーションハブで開催され、地域活性化委員
会が出展しました。
　同交流会は毎年多様な連携によるオープンイノベーションを
促進することを目的に開催されており、今回、「防災・減災技術」
がテーマだったことから、ジャグラコンパス避難場所マップの
開発を委託したステラリンクからの声がけを受けて実現しまし
た。

　当日はブースでジャグラコンパスの考え方や活用方法などを
紹介したほか、出展者発表では地域活性化委員会の齋藤秀勝委
員長が聴講者にジャグラコンパスを説明しました。
　ジャグラコンパス PRだけでなく、産官学連携による避難場
所マップのさらなる活用法などについて、意見交換もでき有意
義な時間となりました。

ジャグラ

新春講演会と新年交賀会を開催
主賓に岡本会長、

講師で岸生産性向上委員会副委員長来盛
岩手県支部

　2026年１月 16日（金） 盛岡市のホテルロイヤル盛岡で「新
春講演会・新年交賀会」を岩手県印刷工業組合様と合同で開催
しました。新春講演会 講師として生産性向上委員会副委員長
の岸 昌洋様 ㈱正文社 代表取締役をお迎えし「PODの自動化
及び無人化運用による生産性向上への取り組み」と題して１時
間半にわたって充実した内容での講演を拝聴しました。続けて
新年交賀会には会員他、ご来賓、関連業様併せて 68名にご参
加を賜り、主濱支部長の主催者挨拶の後、主賓挨拶として岡本
会長よりユニークかつ勇気を頂ける力強いお言葉を頂戴し、今
後の支部としての会員拡大活動に大いに弾みを付けられまし
た。衆議院議員 階 猛様による乾杯のあと、相互に交流と親睦
をより深
めること
が出来ま
した。

│N│E│W│S│

業 界 の 動 きバリヒューマンリソースストラテージフォーラムに出席
印刷業界の人手不足と外国人材活用について講演

R e p o r t

キャレオスの藤井社長

バリヒューマンリソースストラテージフォーラム印刷業界の外国人材活用を説明する田中
（インドネシアの伝統衣装バティックを着て）
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■　１月の事務局日誌
	 7 日	 理事会（Web会議）　　日印産連新年交歓会（オークラ東京）
	 8 日	 広報委員会（Web会議）
	13 日	 P マーク現地審査（鹿児島）→今田
	14 日	 P マーク現地審査（鹿児島）→今田　　東京グラフィックス理事会
	15 日	 環境表彰制度検討WG（印刷会館）→田中専務
	 	 日印機工年始会（東京プリンスホテル）→田中専務
	 	 茨城支部新年会→尾形副会長、田中専務　　Pマーク現地審査（山梨）→今田
	 	 OGS 新年互例会→岡本会長
	16 日	 東京イノベーション発信交流会→齋藤理事、田中専務
	 	 岩手県支部新年会→岡本会長　　Pマーク現地審査（東京）→今田
	19 日	 東グラ新春賀詞交歓会→岡本会長、田中専務
	20 日	 会員拡大委員会（本部）
	21 日	 ジャグラコンテスト委員会（Web会議）　　秋田県支部新年会→岡本会長
	22 日	 ホリゾンスマートソリューションフェア→田中専務、笠原
	23 日	 作品展委員会（Web会議）　　神奈川県支部賀詞交歓会→田中専務
	26 日	 愛知県支部新年会→岡本会長、田中専務
	28 日	 P マーク審査会・個人情報保護委員会（本部）　　秋田県支部新年会→岡本会長
	 	 日印産連ステコミ（印刷会館）→岡本会長、田中専務
	29 日	 地域活性化委員会（Web会議）
	30 日	 P マーク現地審査（東京）→今田　　サスティナブル委員会（Web会議）
	 	 ジャグラショートカット運営委員会（Web会議）

■　２月のスケジュール
	 3 日	 P マーク現地審査（神奈川）→今田、笠原
	 	 GP 部会（Web会議）→田中専務
	 	 業態進化委員会（Web会議）
	 6 日	 広報委員会（Web会議）
	  7 日～ 8日　北陸地協総会・新年会（石川）→田中専務
	 9 日	 日印機協情報交流会（出版クラブ）→田中専務
	13 日	 作品展委員会（Web会議）→田中専務
	 	 P マーク現地審査（愛知）→今田、笠原
	 	 サスティナブル委員会（栃木）→笠原
	17 日	 委員長会議（Web会議）
	18 日～ 20日　page2026
	19 日	 ジャグラショートカット運営委員会（Web会議）
	20 日	 SPACE-21 全国交流キャラバン（山梨）→笠原
	25 日	 生産性向上・MIS 研究合同委員会（本部）
	 	 地域活性化委員会（Web会議）
	26 日	 P マーク現地審査（高知）→田中専務
	 	 ジャグラコンテスト委員会（Web会議）
	27 日	 P マーク現地審査（高知）→田中専務

■　３月のスケジュール
	 2 日	 広報委員会（Web会議）
	 	 70 周年記念誌編纂委員会（Web会議）
	 3 日	 会員拡大委員会（Web会議）　　
	 	 正副会長会議（Web会議）
	 4 日	 P マーク審査会・個人情報保護委員会（本部）
	11 日	 産連ステコミ→岡本会長、田中専務
	17 日	 JPA、東印工組 合同セミナー（茗渓会館）→岡本会長、田中専務、笠原
	18 日	 日印産連理事会（Web会議）→岡本会長
	19 日	 理事会（本部）

事・務・局・便・り
　２月といえば節分ですね。豆まきで『鬼は外、福は内』と言いますが、実はこの『鬼』、昔は目に見
えない『病気』や『災難』、そして自分の心の中にある『弱気』を指していたそうです。
　立春を迎え、暦の上では春が始まります。新しい季節を気持ちよくスタートさせるために、まずは
自分の中にある『面倒くさい』や『後回しにしよう』といった小さな「鬼」を外に追い出して、良い
運気と仕事の成果を呼び込みたいものです。（阿部）

※「事務局便り」は本部事務局員が交替で執筆しています

イベント

スマートソリューションフェア 2026 開催
ホリゾン

　ホリゾン・ジャパン株式会社は、１月 21日から 23日まで
の３日間、東京支社ショールームで「ホリゾン・スマートソ
リューションフェア 2026新春 in 江戸川」を開催しました。
　イベントの大きな柱となったのは、「中綴じ製本からクラフ
ト梱包までの自動化ソリューション」です。デジタル印刷向け
中綴じ製本システム「ICE STITCHLINER Mark V」を中心と
したラインでは、冊子サイズや厚みに応じた自動調整が行われ、
製本後の工程には、富士油圧精機の「小型自動クラフト梱包機
（マルチパック）ロールタイプ」が接続されていました。新方
式により、困難であった中綴じ冊子の自動クラフト梱包が可能
となり、梱包物の高さに応じたテ―プ貼り付けまでが自動化、
後工程には協働ロボットによるパレタイズシステムが配置さ
れ、製品の積み上げが行われていました。
　最終工程では、自立走行搬送ロボット（AGV）「HIKROBOT」
が製品を次工程へ搬送する実演が行われ、製本から物流に至る
一連の無人化モデルが披露されました。
　また、高付加価値製本への対応として、イタリア スマイス
社製の半自動糸かがり製本機「SMYTH FX-50」が公開されま
した。これは、小ロットのデジタル印刷物や、高品質な上製本
の需要に対応し、開きやすい高品質な製本を、効率的に実現す
るソリューションとして注目を集めていました。
　このほか、次世代型無線綴じ機「ICE BINDER BQ-500」や、
ポストプレマネジメントシステム「ICE LINK」による工程全
体の可視化、最適化も紹介されていました。

寄稿　文伸

「東京諸島アンテナショップ」の進化とチャレンジ
株式会社 文伸　営業統括　ゼネラルマネージャー　武藤　毅

新たなビジネスチャンスの拡大を狙った企画
　この企画は東京都商工会連合会様の島嶼魅力発信事業とし
て、2020年から島嶼エリア（東京諸島）の小規模事業者など
の販路支援でスタートしました。
　今回で８回目の受注となった「東京諸島アンテナショップ」
は、ぽっぽ町田（11/28 ～ 12/14）で昨年に続き出店後、初
めて多摩エリアを飛び出し、人気観光地である浅草の「松屋
浅草店（12/17 ～ 25）」に出店しました。
　Xmas 商戦シーズンの百貨店での一等地での開催に、プレッ
シャーを感じましたが、予想を上回る成果を上げることがで
き、ホッとしたところです。浅草開催は、文伸にとってチャ
レンジな企画と言えました。
　また今回は外国人で賑わ
う浅草での開催だったので、
インバウンドを意識した企
画（東京諸島パネル展&伊
豆大島ワークショップ）を
雷門前の浅草文化観光セン
ターで同時開催しました。
パネルは英語版も含め、弊社で制作できたのは大きかったです。
　今回は都心の百貨店、インバウンド対応、島酒の試飲販売
など進化した企画にチャレンジしました。そして、10月の八
丈島・青ヶ島の台風直撃被害に対しても、タイムリーに八丈島・
青ヶ島のコーナーを設け、特産品の販売はもちろん、義援金
を募る復興支援も実施できました。
　浅草での開催は今までにない、様々な反響があり、今後に
期待できる新たなビジネスチャンスの拡が
りを得られました。
最後に、このアン
テナショップにお
力添えを頂いた皆
様に感謝いたしま
す。

盛況だった試飲コーナー

装飾に凝った松屋浅草売場風景

浅草文化観光センター
東京諸島パネル展

復興支援パネル&義援金箱
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事務局日誌と
今後の予定
最新情報はHPでご確認ください
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◎	企画 : ジャグラ広報委員会
担当理事
	 神山　明彦	 愛知・㈱カミヤマ /副会長
委員長
	 本村　豪経	 福岡・アイメディア㈱ /理事
委　員
	 東海林正豊	 秋田 /㈱東海林印刷
	 谷山　和也	 東京 /菁文堂㈱
	 野口　　聡	 東京 /㈱アクティブ
	 小澤孝一郎	 山梨 /㈱オズプリンティング
	 安達　睦男	 大分 /㈲舞鶴孔版
	 瀬尾　　淳	 広島 /㈱広瀬印刷
	 三宮　健司	 高知 /㈲三宮印刷
	 佐藤　愛子	 大分 /㈱クリエイツ.
	 西谷　　毅	 東京・文京 /西谷印刷㈱
	 松谷　勝広	 東京・文京 /㈱松谷メールサービス
	 笹井　靖夫	 東京・文京 /共立速記印刷㈱
	 田中　良平	 専務理事
◎	原稿・編集・校正
	 田中　良平　　阿部奈津子　　今田　　豪
	 長野未奈美　　笠原賢一郎	

以上、ジャグラ事務局

◎	渉　外　田中　良平　　
◎	広　告　田中　良平
◎	Ｗｅｂ　阿部奈津子
◎	動　画　今田　　豪
……………………………………………………
◎	組　版　㈱クリエイツ．（大分県支部）
　 ＤＴＰ＝Adobe CC ほか
　 フォント＝モリサワOTF/ モリサワ BIZ+ほか

　 �※�本誌の一部にユニバーサルデザインフォント
を使用しています

◎	製版 /印刷　㈲西村謄写堂（高知県支部）
	 ＲＩＰ＝ FUJIFILM WORKFLOW xmf
	 ＣＴＰ＝ Luxel T-6300（自現 : 富士フィルム XP-1310R）
	 刷　版＝ FUJIFILM SURERIA XP-F
	 印刷機＝ RYOBI 924D
	 インキ＝東洋インキ
	 用　紙＝三菱ニューＶマットＡ判 57.5kg

【雑学コラムお題の答え】　善通寺

審査

2 8 2 9



●
 発
行
 
一
般
社
団
法
人
 日
本
グ
ラ
フ
ィッ
ク
サ
ー
ビ
ス
工
業
会
 

●
 年
間
購
読
料
13,200

円
（
 税
込
／
会
員
の
購
読
料
は
会
費
に
含
む
）　
●
 Copyright 2026 JaG

ra
 

〒
103-0001　

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
小
伝
馬
町
7-16 TEL 03-3667-2271　

 FAX 03-3661-9006　
https://w

w
w
.jagra.or.jp/

G
S N

o.891  2026.2


